
出展のご案内出展要項

出展申込方法

小間規格・料金

出展小間料金に含まれるもの

出展小間料金に含まれないもの
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2
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（1）基礎小間
隣接する小間がある場合、境界を仕切る
バックパネル、サイドパネル、小間番号板を設置します。
※カーペット・社名板・パラペットなどの備品はありません。
※独立小間にはパネルは設置しません。
　また角小間など隣接する小間のない場合、サイドパネルは設置しません。

（2）小間タイプ
以下の 3 種類があります。
●単列小間　●複列小間（4 小間以上）　●独立小間（12 小間以上を予定）
※ 1 ～ 3 小間は単列小間です。

事務局が申込書記載内容を確認の後、請求書を発送します。
（振込手数料は出展者にてご負担願います。）

出展申込者の都合により出展の取り消しまたは変更があった場合は、下記のとおり
解約料を申し受けます。なお、出展申込のキャンセルは、書面にてのみ受理します。

出展内容が本展示会の趣旨にそぐわないと判断した場合、事務局はその受付を保留、
または拒否することがあります。

主催者および事務局は、展示会の開催が不可抗力（地震、災害、戦争・テロリズム、疫病・
感染症の蔓延、その他の理由等）による原因で中止または無期延期とした場合、既に
支払われた出展料金は以下の基準により返金します。開催中止や無期延期が決定した
時点で出展者が出展料金を支払っていない場合、出展申込済の出展料金と下記基準に
よる返金額との差額を出展者が支払うこととします。なお、出展者の都合および判断
による出展キャンセルは通常の出展解約料を出展者が支払うものとします。主催者お
よび事務局は、中止または延期によって生じる当該出展者の損害（出展者自身が準備
を進めていた諸費用・支出等）には一切の責任を負いません。

①出展小間スペース
②案内パンフレット（規定枚数）
③公式 WEB サイトへの社名掲載および出展者情報の掲載
④事務局による広告宣伝費
⑤事務局による安全管理費、要員費および警備費
⑥来場者証読み取りシステムの利用

①出展者の自社小間の装飾、設営、運営費
②自社小間内の電気・水道・ガスなど設備工事費および使用料
③自社出展機器などに対して付保した損害保険料
④展示・実演および搬入出作業の際に発生した対人傷害などの事故にかかる費用
⑤法令および展示規則に基づく展示装飾などの改修費用
⑥その他、出展小間料金に含まれない費用

※４小間以上お申込の場合は、原則角小間になるため指定は不要です。　※状況により、申込みを早期終了する場合がございます。

1～14小間

15小間以上

1社【 角小間指定（有料）】

429,000円（税込）/1小間

363,000円（税込）/1小間

110,000円（税込）

出展小間料金

出展申込締切

小間料金支払期限

2025年 5月 30日（金）

2025年 6月 30日（月）

小間料金の支払方法

出展申込の解約（キャンセル）

申込の保留・取り消し

展示会の中止及び延期
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書面による解約通知を受理した日 解約料

2025年6月30日（月）以前

2025年7月1日（火）以降

出展小間料金（税込総額）の  50%

出展小間料金（税込総額）の100%

①出展申込受理後から2025年6月30日（月）まで
②2025年7月1日（火）から8月1日（金）まで
③2025年8月2日（土）から10月10日（金）まで
④2025年10月11日（土）から10月17日（金）まで

出展料金総額の100％を返金
出展料金総額の70%を返金
出展料金総額の50%を返金
返金なし

お問い合わせ
FOOD展事務局
〒100-0013 東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル4階　アテックス（株）内

TEL：03-3503-7661  FAX: 03-3503-7620   E-mail: office@food-exhibition.info   WEB : www.food-exhibition.info

原本提出・印鑑不要！　出展申込から契約締結までWEBで完結

※本システムは弁護士ドットコム株式会社が運営するクラウド型電子契約サービス「クラウドサイン」を利用した出展申込受付システムです。
※出展連絡担当者とは別に、出展承認者のメールアドレスが必要となります。

公式サイトより「出展申込フォーム」へアクセス。
出展規約を必ずご確認のうえ、必要事項を入力してお申込みください。

事務局にて申込内容を確認したのち、後日クラウドサインより出展連絡担当者へ「確認依頼メール」
が送信されます。support@cloudsign.jpから送信されますので受信設定をご確認ください。

利用規約に同意し書類を開き申込内容をご確認のうえ、メールの案内に沿って『承認』してくださ
い。URLには有効期限がありますので期限内にご確認ください。

連絡担当者の『承認』が完了すると続けて、出展承認者へ「確認依頼メール」が送信されます。
申込内容をご確認のうえ、同様に『承認』してください。

出展連絡担当者・出展承認者の承認が完了した上で事務局による『承認』が完了すると出展契約締
結となり、「締結完了メール」が送信されます。

「締結完了メール」の添付書類が出展申込の控えとなりますので保管してください。

規約同意・出展申込

確認依頼メール

出展連絡担当者 承認

出展承認者 承認

事務局 承認

出展契約締結完了

www.food-exhibition.info/application_form/出展申込フォーム
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会期までの
スケジュール

2025年 5月 30日 6月 30日 7月下旬（予定） 10月 13日・14日 10月 15日〜17日

出展申込締切 小間料金支払締切 出展準備資料一式配信
（小間レイアウト等） 搬入日・小間装飾 FOOD展2025

会期 10   15wed 17fri
2025 10：00 ▶17：00

東京ビッグサイト 東ホール
www.food-exhibition.info

ー給食・大量調理設備機器・資材展ー
主催：フードシステムソリューション（F-SYS）実行委員会

ー食品安全・衛生対策資材展ー
主催：（一財）食品産業センター／（公社）日本食品衛生協会

ー食品物流機器・資材展ー
主催：（一社）日本加工食品卸協会／（一財）食品産業センター

ー惣菜製造設備機器・資材展ー
主催：惣菜・デリカ JAPAN組織委員会

ー食品工場設備・エンジニアリング展ー
ー食品製造・加工機器展ー

主催：（一財）食品産業センター／（公社）日本食品衛生協会

食品産業の複合展

 製造から供給まで、
「食」を支えるソリューション

5展横断企画



FOOD展とは…FOOD展とは…
給食・大量調理、食品衛生、食品・惣菜製造、食品物流などの
各分野の専門展示会を包括した

「秋」に「東京」で開催する「食品産業の複合展」です。

開催概要 同時開催展
名　　称 ▶️ FOOD展2025
会　　期 ▶️ 10月15日（水）～ 17日（金）
開場時間 ▶️ 10：00 ～ 17：00
会　　場 ▶️ 東京ビッグサイト 東ホール
来場者数 ▶️ 18,000名（目標）

ものづくり技術の展示会「エヌプラス」および新産業として
注目の集まる陸上養殖の設備・サービスの展示会「陸上養殖
設備展」が同日開催します。

ー給食・大量調理設備機器・資材展ー

ー食品安全・衛生対策資材展ー

ー食品工場設備・エンジニアリング展ー
ー食品製造・加工機器展ー

ー食品物流機器・資材展ー

ー惣菜製造設備機器・資材展ー

学校や病院などの大量調理現場にフォーカスした専門展示会。
学校・病院・福祉施設など、給食・大量調理関係者から圧倒的な知名度を誇ります。

食の「安全・安心」にフォーカスした展示会。食品・飲料メーカーやフードサービスの品質・衛生管
理担当者が多数来場する、国内随一の専門展示会として名を馳せています。

食品工場の「設備・エンジニアリング」および「製造・加工機器」をテーマとした専門展。
設備導入のキーマンが多数来場し、濃密な商談機会を得られます。

「食品物流」にフォーカスした“国内唯一”の展示会。
課題解決を求める食品卸や食品メーカーの物流担当者が来場し、専門性の高い商談が実現します。

伸長する中食（惣菜）市場のなかでも「惣菜製造」に特化した展示会。惣菜製造における生産性向上
や効率化を、衛生管理を求めるメーカー、ベンダーへアプローチする絶好の機会となります。

主催：フードシステムソリューション（F-SYS）実行委員会

主催：（一財）食品産業センター／（公社）日本食品衛生協会

主催：（一財）食品産業センター／（公社）日本食品衛生協会

主催：（一社）日本加工食品卸協会／（一財）食品産業センター

主催：惣菜・デリカJAPAN組織委員会

全 体 展 示 構 成

作業負荷軽減、人手不足解消、業務効率化…

食品産業における
『デジタルシフト』を推進

5展横断企画限定 特別プラン
ブース展示とパフォーマンスセミナーの相乗効果で確かな出展成果を実現！

❶ 出展ブース 429,000円（税込）／１小間

9㎡／小間（間口3m×奥行3m）
● サイドパネル・バックパネル
● 小間番号

❷ パフォーマンスセミナー

■会場：会場内特設
　　　　オープンステージ
■時間：30分
■定員：30 ～ 50名（予定）

※小間数に関わらず
　１社・１セッションとなります。

＋

希望者は１セッション無料

大量調理DX 衛生管理DX 生産・製造DX 食品流通DX 惣菜・中食DX

FOOD展を構成する5展に共通した課題である「DX化」に焦点をあてた新企画。
最新のデジタルツールやテクノロジーの展示を通じ、「食品産業のDX化」を力強く推進していきます。

本企画を通じ、F
（食の現場担当者）

OOD展来場者へ効果的な「DX提案」が可能です。
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事前アンケート集計結果 ※FOOD展2024来場者

既に導入を
すすめている
30%

必要性を感じ、
情報をあつめている
33%

具体的な検討を
始めている
16%

DXへの取組状況

約8割がDX導入を計画！

関心のあるDX対象分野
・品質管理、衛生管理
・生産管理、工程管理
・冷蔵庫、加熱食材の温度管理
・製品開発・食材調達業務
・安全管理、検品、機械点検
・受発注、出荷、在庫管理
・就労管理、日報作成
・販売管理　　　　　　　…など

NEW



ー給食・大量調理設備機器・資材展ー ー惣菜製造設備機器・資材展ー

ピックアップテーマ ピックアップテーマ

出展対象 出展対象

来場対象 来場対象
栄養教論 生産・製造部門

管理栄養士
経営層

調理師

施設責任者施設長

工場長
予算担当者

品質管理

自治体職員

官公庁

学校 食品メーカー

食品スーパーセントラルキッチン

病院 惣菜メーカー

プロセスセンター外食チェーン

介護・福祉施設 コンビニエンスストア

セントラルキッチンレストラン・ホテル

国内最大級「給食・大量調理」の専門展 「中食・惣菜製造」に関わる「設備・機器等」をテーマにした専門展

教育委員会、学校栄養教諭、管理栄養士など貴重な来場層 惣菜製造事業者、関連企業に対して的を絞ったＰＲが実現

調理設備・機器 惣菜調理機器

食器・容器・包装 チルド惣菜製造機器

衛生・環境対策 包装・容器・包装資材

『給食・大量調理現場』の『DX化』につながる製品・システム・サービス等を提案 『惣菜製造現場』の『DX化』につながる製品・ システム・サービス等を提案

食品・食材 食品・食材

メディカル給食 省人化・省力化
病院・福祉施設に特化した設備機器や治療食、
完調品等を集中募集

調理現場の省人化、時短・効率化の一助となる機器・
システムを集中募集

大量調理DX 惣菜・中食DX 人事支援DX 販売管理DX栄養管理DX 食材管理DX 労務管理DX

5展横断企画 5展横断企画

惣菜製造自動化
惣菜製造業へ導入可能なロボット、システム、
その他サービスを集中募集



ー食品安全・衛生対策資材展ー ー食品工場設備・エンジニアリング展ー
ー食品製造・加工機器展ー

食品メーカー 食品メーカー 飲料メーカー

食品スーパー 外食チェーン プロセスセンター コンビニエンスストア外食チェーン コンビニエンスストア レストラン

飲料メーカー 食品卸

「食の安全・安心」をテーマとした「国内最大級」の専門展 「食品工場」の「設備改善」および「加工機械」をテーマとした専門展

抜群の知名度！食品衛生のプロフェッショナルが多数来場 設備導入に決定権をもつ食品工場関係者がターゲット

出展対象

来場対象 来場対象

異物混入対策 衛生資材 洗浄・殺菌

サニタリー部品 検査・分析

ピックアップテーマ
─防虫・防鼠・鳥害・カビ対策─
有害生物対策 労働安全対策

異物混入のなかでも害虫・害獣やカビ等の対策に
関わる機器・資材・サービスを集中募集

衛生面に加え、熱中症などの事故を未然に防止する
「労働者の保護」に着目した機器・資材・サービスを集中募集

『食品衛生現場』の『DX化』につながる製品・システム・サービス等を提案

5展横断企画

衛生管理DX 品質管理DX 安全管理DX

品質管理部門 生産・工務部門

食品衛生責任者 工場長

経営層 経営層

生産・工務部門 施設責任者

工場長 品質管理部門

出展対象

エンジニアリング・設備・改修
災害・事故対策

食品機械・設備
原料・下処理機器
包装・充填機器

省エネ・環境対策

ー食品製造・加工機器展ー

省力化設備・機器 工場設備・部品

『食品工場』における『生産・製造』『設備保全』の『DX化』につながる製品・システム・サービス等を提案

設備保全DX 生産・製造DX 人員管理DX 調達支援DX

5展横断企画

ピックアップテーマ

企業誘致・立地

リノベーション・メンテナンス

食品関連企業の誘致を推進する全国の都道府県・市区町村およ
び関連団体・組織等を集中募集

食品工場のリノベーション・メンテナンスに特化した
エンジニアリング・ソリューションを集中募集

ロボット・FA

3Dフードプリンティング

食品工場向けロボット・FA、システム
インテグレーターなどを集中募集

食品向け3Dプリンターやそれに対応
する食材・設計技術などを集中募集

ー食品工場設備・エンジニアリング展ー



食品メーカー

外食チェーン コンビニエンスストア 物流倉庫 配送会社

食品卸 食品スーパー

出 展 効 果 を 増 幅さ せる 充 実 の 出 展 サ ポート
出展者セミナー 先着順

バナー広告

会場マップ広告

パンフレット設置

PRパッケージプラン

メールマガジン広告

2025年10月15日（水）～ 17日（金）
東京ビッグサイト 東ホール内 セミナー会場
100名（予定）

45分／ 1セッション
スクリーン、プロジェクター、演台、
マイク、聴講者用イス（予定）

申込翌月～ 2025 年12月
※料金ご入金後の掲載
横 350 × 縦 120 ピクセル
 ※jpgもしくは gif形式のデータ

2025年9月以降来場誘致
メールマガジンへ掲載
約50,000件予定
※過去来場者 等
テキスト：全角35字 × 5行  程度
画像：横600 × 縦100 ピクセル  程度

開催期間中の来場者へ無料配布
横 59ｍｍ × 縦 22ｍｍ 、4色
Adobe illustrator で作成したAI もしくは
EPS 形式のデータ（4色）

会場出入口のカタログスタンドに設置（予定）　※パンフレットは貴社にてご用意ください。

上記４点セット　　　　　　　　 ＋　　　　　　　　　　　  ＋　　　　　　　　　   ＋

事
前
告
知

会
場
告
知

開 催 日

掲 載 期 間

配 信 方 法

配 布 方 法

配 置 方 法

バナー広告 メールマガジン広告 パンフレット設置会場マップ広告

仕　　 様

配 信 件 数

掲 載 仕 様

会　　 場
定　　 員

仕　　 様

利 用 時 間
備　　 品

【利用料金】     110,000円（税込）／ 1セッション

【利用料金】     110,000円（税込）

【利用料金】     110,000円（税込）

【利用料金】     110,000円（税込）

【利用料金】     110,000円（税込）

【利用料金】     330,000円（税込）／ １セット

来場対象

ー食品物流機器・資材展ー

「食品物流」をテーマとした国内唯一の専門展

製・配・販の食品物流関係者が多数来場

出展対象

物流設備・機器・部品

ピックアップテーマ

物流向け包装・計量・資材

物流サービス・不動産 フードコールドチェーン・温度管理

『食品物流現場』の『ＤＸ化』につながる製品・システム・サービス等を提案

5展横断企画

流通管理DX 車両管理DX 倉庫管理DX

物流・ロジスティクス部門

経営層

施設責任者

EC部門

情報システム部門

管理部門

※上記は全て掲載予定イメージです。
　実際の仕様とは異なる場合がございます。

自社サイトへの
誘導に

　 　　　　　　　　訪問者データ提供サービス全出展者無料
二次元コードを活用した来場者登録システムにより、ブースを訪問した来場者の情報をリアルタイムで取得することが可能。
効率の良いリード獲得と、会期後のスムーズなアフターフォローで出展効果アップにつながる強力なツールを無料で利用できます。

倉庫内自動化・ロボット（AGV・AMR）
物流倉庫の自動化・無人化を推進するロボット・
システム、関連テクノロジーを集中募集

効率的なリード獲得に！

ダイレクトに
情報を発信可能

自社ブースへの
誘導効果アップ



開 催 実 績

学校給食の現状と将来に向けて～株式会社東洋食品の取り組み～

いま求められる食品工場のカタチ「 持続可能」な工場建設のための取り組み

冷凍惣菜の新時代 ～現状分析と将来展望～

世界初！惣菜盛付工程の全ロボット化、高速社会実装
ーロボフレと新しい合本主義による惣菜産業革命で人手不足解消ー

食品工場におけるアレルゲン管理の事例

消費者庁の新たな役割と最近の食品表示を巡る情勢
食品の安全性担保のための迅速検査法

食品の輸出先国規制の現状

食品衛生等の監査・衛生検査アプリの紹介

食品産業におけるロボット最新利活用

1） 学校給食による食中毒の動向

2） 今、求められる学校給食の衛生管理

学校給食の衛生管理を徹底するために
今知っておくべきこと

人手不足を乗り越える！ セントラルキッチンで実現する持続可能な給食運営

セントラルキッチン・ニュークックチル方式の導入の新化～急性期病院～

講師

講師

講師

パネリスト

講師

講師

パネリスト
講師

講師パネリスト

講師

講師

講師

講師

講師

講師

講師講師

講師

荻久保 瑞穂

岡崎 峰也

三浦 佳子

黒川 将平

西野 　克
板橋 洋平

北村 芳久

長嶋 　茂
荻野 　武

沢登 哲也多田 鐸介

山下 証二

井上 　計

川崎 　晋

長田 侑子

大内 裕敬

    　小宮 　仁

齊藤 大蔵
伊藤 　武

廣田 美佐子

（株）東洋食品 専務取締役

日清エンジニアリング（株） 営業部 部長代理

（一社）日本冷凍食品協会 広報部長

三浦工業（株） 食機関東支店 支店長

イオンリテール（株） 執行役員 MD改革本部長

経済産業省 製造産業 産業機械課 ロボット政策室 室長補佐 

Daigasエナジー（株） ビジネス推進部 水・環境ビジネス推進チーム マネジャー

（株）ノムラフーズ 代表取締役社長
（一社）日本惣菜協会 AI・ロボット推進 イノベーション 担当 フェロー

コネクテッドロボティクス（株） 代表取締役/ファウンダー（株）ユーリーズ 代表取締役 フードプロデューサー

ハウス食品グループ本社（株） 品質保証統括部 品質保証推進課 チームマネージャー

消費者庁 審議官

（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 食品研究部門
食品流通・安全研究領域 上級研究員

エム・アール・アイ リサーチアソシエイツ(株) サステナビリティ事業部
水・資源チーム チームリーダー

OMリサーチ＆コンサルティング（株） 代表取締役

（株）第一食品 代表取締役社長

(医)ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院 医療技術部 栄養科科長 管理栄養士（一財）東京顕微鏡院 学術顧問

龍谷大学 農学部 非常勤講師

食品製造現場におけるサステナブルな生産体制構築とは

社会課題解決に向けたロボティクスソリューション開発の取り組み

変種変量生産の食品工場で稼働するロボットセル
講師

講師

講師

コーディネーター

大場 　勝

真田 知典

鈴木 章弘

長町 みはる

（株）ニッコー 営業本部 営業第二部 部長 東京営業所長

川崎重工業（株） ロボットディビジョン 理事

（株）安川電機 営業本部 食品営業部 部長代理

(一社)日本ロボット工業会 客員研究員

あ
アース環境サービス
IHIエアロスペース
IoT mobile
アイタ
愛知機械テクノシステム
IDEC
アイトス
AIHO
青森県 商工労働部 産業立地推進課
青森中核工業団地企業立地推進協議会
ACTUNI
朝日
旭化成ホームプロダクツ
旭川市企業誘致推進協議会
アサヒ技研
アサヒ装設
アジアファインテック
味の素エンジニアリング
アタゴ
アタックベース
アテクト
アトリエケー
アナログ・デバイセズ
アプコス
AYUMI BIONICS
アラヤ
Ariken Biotech Japan Testing Laboratory
アンリツ
イーシーセンス
イーシーフロンティア
イカリ消毒
イトヤ
いまばやし
industria
インフォファーム
ウエノフードテクノ
UNO
ウム・ヴェルト
エイ・アイ・シー
栄養改善事業推進プラットフォーム（NJPPP）
A＆Cサービス
エース工機
エースシステム
エーディエフ
エービーシー商会
エコノス・ジャパン
NECファシリティーズ
NECフィールディング
エヌエーシー
NLC
NTTビジネスソリューションズ
ＮＴＴテクノクロス
荏原実業
エフ・エム・アイ
FM Environmental
エムサット
エムズ
M2X
MDI
エムテートリマツ
エレクター
オオイ金属
大原鉄工所
おぎそ
オプティマインド
オリエンタルベーカリー
温度っち
か
貝印カミソリ
カウゼル
カシオ計算機
春日電機
KAZEN
カセン産業
片岡製作所
勝美ジャパン
カテナス
神奈川県企業誘致促進協議会
神奈川大学 経営システム工学研究室
兼松KGK
カミナシ
カルピジャーニ・ジャパン
川崎港戦略港湾推進協議会ポートセールス部会
河淳

環境文化創造研究所
カンブライト
キーエンス
キッコーマンバイオケミファ
紀文フレッシュシステム
キューケン
九州大学
Kyodo
京都府市町村企業誘致推進連絡会議
キョーワクリーン
桐山工業
熊本県 企業立地課
KURANDO
クリーンレーザージャパン
クレオ
Closer
クローバー
月刊HACCP・ 鶏卵肉情報センター
興研
興和オプトロニクス
ゴーダ水処理技研
コーレンス
国際衛生
国際紙パルプ商事
KOSKA
コトヒラ工業
コネクテッドロボティクス
コバード
コマツ製作所
コムコム
コメットカトウ
さ
サーヴォ
サーフテクノロジー
サタケ
サニクリーン
サミー
サラヤ
三共電気
三協リール
サンクレエ
三建設備工業
三信化工
サンニック
サンロード
三和建設
三和厨理工業
シー・アイ・シー
GIGモルテック
GS１ Japan （流通システム開発センター）
CBcloud
J-CIRCULARS
静岡県企業立地市町推進連絡会
システムエース
品川工業所
信濃化学工業
シナモン
写真化学
ジャパンシステム
ZHANGJIAGANG BLACKBOX PLASTIC PRODUCTS
ショーワグローブ
食環境衛生研究所
食品安全マネジメント協会
食品産業センター
女子栄養大学出版部
清栄コンピュータ
シンクピア・ジャパン
シンテック
新東工業
新日本ケミカル･オーナメント工業
新日本厨機
水産タイムズ社
スギヤマゲン
スタンレー電気
スリーライン
セキュア
浙江炳晟科技
全国学校給食協会
全国こども食堂支援センター・むすびえ
た
ダイアン・サービス
ダイキン工業
タイナイ
大日本除虫菊
ダイフクプラスモア

太平洋工業
タイミー
タイムマシーン
大洋アレスコ
台和
大和ハウス工業
タカギ冷機
高砂
高橋ベルト
タカヤ
滝川工業
竹中工務店
ダック
タニコー
タマチュウ
中小企業基盤整備機構
中設エンジ
中部テクノ
槌屋
鶴見製作所
ティアンドデイ
THK
ティーネットジャパン
TBグローバルテクノロジーズ
デイブレイク
テストー
鉄道情報システム
テッパ
Tebiki
デルタトラックジャパン
東京機械製作所
東京コスモス電機
東京サラヤ
東京パック
東計電算
東光計器
東邦電気工事
東洋ライス
徳島大学大学院社会産業理工学研究部
DOT&LINE
トラスト・テクノロジー
な
中井機械工業
中島産業
中西製作所
ニイヌマ
二樹エレクトロニクス
西田
日伝
ニチバン
ニチラク機械
ニチワ電機
ニッコー
日進医療器
日清エンジニアリング
日新システムズ
日精
日鉄ステンレス加工
ニップンエンジニアリング
日本マグネティックス
日本アレックス
日本エア・リキード
日本エリーズマグネチックス
日本エレクトロヒートセンター
日本加工食品卸協会
日本気象協会
日本香料薬品
日本食品衛生協会
日本スタンダード
日本惣菜協会
日本調理機
日本熱源システム
日本パレットレンタル
日本プレハブ冷熱
日本無機
日本立地センター
日本流通管理支援機構
ネオジェンジャパン
ネクスタ
農林水産省
野澤組カルチャー
は
バーテック
パーマンコーポレーション
バイオ・シータ

パイオニア風力機
ハイテック
ハイテック・システムズ
白洋舍
Hacobu
長谷川化学工業
浜田製作
ハマネツ
原田産業
ハンマーキャスター
ピアック
ピーエムティー
ピーズガード
日立造船
ビッグホワイ
ビブン
ひょうご産業活性化センター
フィジカルインターネットセンター
FingerVision
福島県 田村市
福島市役所
富士化工
富士工業
不二精機
富士通フロンテック
フツパー
フレアサービス
フレクト
フレンドマイクローブ
北海道
北海道千歳市
BOTINKIT （HK）
堀場アドバンスドテクノ
ボンズ
ま
マースウインテック
マイクロ・テクニカ
マイコック産業
前田シェルサービス
マシンソル
マックス
マルセ
マルゼン
三浦工業
三菱ケミカルエンジニアリング
三菱倉庫
三菱総合研究所
ミドリ安全
宮崎県
ミャンマーユニティ
ミューチュアル
ムラコシ
村田製作所
森永乳業
モレーンコーポレーション
や
野菜流通カット協議会
安原環境テクノロジー
ヤナギヤ
ヤマダプロダクツサービス
山本ビニター
ユーロフィン・プロダクト・テスティング
ユニテール
ユニパルス
ら
ライオンハイジーン
ラヴォックス
リーイング
リコー
リンテック
レイテック
レオン自動機
レフォルモ
ローゼック
ロスゼロ
ロボテック
わ
ワールド工業
YE DIGITAL
ワコウ
和広エンジニアリング
ワコン

政府の物流施策と2024年問題

持続可能な加工食品物流構築を目指したメーカー、
卸売業、小売業の取組みと連携

食品物流共同化の取り組みと今後の課題
～Ｆ－ＬＩＮＥプロジェクトの「これまで」と「これから」～

物流政策の最新動向と今後の展望

「物流の2024年問題」の対応について

物流の2024年問題と農林水産分野での取組

コーディネーター

講師

講師 講師

講師

荒木 　勉

　紺野 博行

平林 孝之 坂本 卓哉

藏谷 恵大

上智大学 名誉教授

国土交通省 物流・自動車局 物流政策課 課長

経済産業省 商務情報政策局 商務・サービスグループ  消費・流通政策課長 兼 物流企画室長 F-LINE（株） 物流未来研究所 次長

農林水産省 大臣官房新事業・食品産業部食品流通課 課長
コーディネーター

パネリスト

パネリスト

パネリスト

堀尾 　仁

深井 雅裕

時岡 肯平

渋谷 　剛 

（公財）流通経済研究所 特任研究員

日清食品（株） 常務取締役 サプライチェーン本部長

（一社）日本加工食品卸協会 専務理事

（株）ライフコーポレーション 首都圏物流部 部長

コーディネーター

過去出展者一覧 （2022 ～ 2024年実績・一部抜粋・社名は出展当時）FOOD展2024セミナー実績（一部抜粋）
各展ごとに専門性の高いセミナーを多数企画。
業界への関心や課題解決意識の高い来場者の誘致につなげています。

● 次回のご来場予定は？

できれば来場したい
76.3%

次回も来場

95.9%

必ず来場する
19.6%

多彩なセミナー企画でターゲットを確実に誘致 さまざまな企業が自社のソリューションを発信

FOOD展2024来場者数：17,931名 （重複除く）

● 新しい設備・製品・サービス等の導入に関して、
　 あなたの役割は？ 最終決定する

権限を持っている 15.7%

利用する立場から
意見を言う 5.8%

開発・設計などの
立場から意見を言う 
8.2%

導入のアドバイスを
する立場である 33.8%

選定をほぼ決定
づけている 20.9%

設備導入のキーマン

70.4%

※敬称略

※2024実施結果報告書より一部抜粋

来場者アンケート結果


